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２
月
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
の
結

果
、
狭
山
ケ
丘
中
学
校
（
Ｈ
28
年
度

〜
）・
北
中
小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
へ
、
市
民
の
力
が
市
政
を
大
き

く
動
か
し
ま
し
た
。

　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
が
み
な
さ
ま

の
お
宅
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
市
議
会

も
一
新
し
５
月
19
日
の
臨
時
会
よ

り
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

 

み
な
さ
ま
の
声
が
届
く
市
議
会
と

な
る
よ
う
、
広
聴
・
広
報
活
動
、
議

会
改
革
に
も
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
矢
）

５
月
27
日
︵
水
曜
︶

　午
後
７
時
〜
９
時
予
定

　所
沢
市
役
所
３
階

　全
員
協
議
会
室

５
月
30
日
︵
土
曜
︶

　午
後
２
時
〜
４
時
予
定

　生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
�
学
習
室
３
０
１

申
し
込
み
不
要
︒
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
︒

ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
︒

※

両
日
共
︑
手
話
通
訳
を
実
施
い
た
し
ま
す
︒

※

託
児
あ
り
︵
各
日
１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
︒

　問
合
せ
は
議
会
事
務
局
へ
︶

議
会
報
告
会

市議会ココ3か月

１月 14日 議会運営委員会
 15日 広聴広報委員会
 20日 総務常任委員会
２月 ３日 議会運営委員会
 7日 政策討論会
 16日 議会運営委員会
  広聴広報委員会
 
2月23日～3月26日
  第１回定例会

閉会中の議会活動

●特定事件　情報公開と市民参加について（広報・協働・市民
参加）の「期日前投票所での受付等の課題と今後の対応につい
て」を審査しました。

※委員会の会議録は、
市議会ホームページの
「委員会の活動」でご
覧になれます。総務常任委員会
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　市長から提出された平成 27 年度当初予
算案について、所沢市議会では予算特別委
員会を設置し、審査を行いました。（４ペー
ジ参照）
　その後の本会議にて、全ての予算案が可
決され、平成 27 年度予算が決定しました。
　可決された予算のうち、主な事業を次
ページ以降でご紹介します。

所
沢
の
未
来（
あ
す
）の
た
め
に

平成27年
第１回
定例会

平成27年度予算案を可決

会期 32 日間
2 月 23 日ー 3 月 26 日
市長提出議案	 予算関係	 18 件
	 条例関係	 29 件
	 その他	 8 件
議員提出議案		  2 件

平成27年度会計別当初予算
一般会計

927億5,000万円
特別会計
所沢市交通災害共済 3,770万円
所沢市所沢都市計画事業
狭山ケ丘土地区画整理 2億700万円

所沢市国民健康保険 426億4,000万円
所沢市介護保険 194億9,400万円
所沢市後期高齢者医療 38億2,500万円
事業会計
所沢市水道 94億3,307万3千円
所沢市下水道 89億6,426万4千円
所沢市病院 20億6,707万1千円

一般会計歳出予算一般会計歳入予算

市税54.4％県支出金６.2％
市債５.3％

その他６.0％
繰入金3.1％

地方消費税
交付金
５.1％

国庫支出金
16.7％

民生費48.1％

衛生費
11.9％

土木費
7.5％

公債費
6.8％

教育費
9.7％

総務費
9.7％

消防費4.7％
その他0.9％

議会費0.7％使用料及び手数料１.6％

分担金及び負担金１.6％
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一般会計予算

東部クリーンセンター

東部クリーンセンターストックマ
ネジメント推進事業

環　境

事業費：7,016万8,000円
内　容：センターの現在の性能
水準を保つため、ストックマネ
ジメント ?を用いた独自の長寿
命化計画の作成、基幹改良工事
を実施し、施設の延命化、運営
費用の見直しを行う。
	 運用費用についてどのよ
うな見直しをするのか。
	 3年間の長期複数年契約の
実施、長期包括委託の検討など
も行うことで、ライフサイクル
コストを見直し、より効率的で
安定した運営を考えている。

問

答

一般会計予算

照明灯

道路照明灯ＬＥＤ化整備事業

環　境

事業費： 720万円
内　容：道路照明灯をLED化す
ることにより、市域における温
室効果ガスの削減及び道路照明
灯に係る消費電力の抑制、維持
管理費用の削減を図る。
	 約8,800灯をLED化するこ
とで全体の何％がカバーできる
のか。10年間で維持費がどのぐ
らい削減できるのか。
	 約8,800灯をLED化した段
階で、全体のLED化率は約96％
となり、契約期間の10年間で約
1億4,900万円の削減を見込んで
いる。

問

答

一般会計予算

自治会の回覧板

地域づくり協議会活動支援事業

福祉・自治

事業費： 800万円
内　容：自治会・町内会をはじ
めとする地域内の団体で構成す
る地域づくり協議会の各地区へ
の設立を促進する。
	 これまでの実績は。
	 現在まで6地区が設立され、
平成26年度の事業総数は20事業、
事業総額は566万8,299円である。
小手指まちづくり協議会で実施
した防犯プレート配布事業は、
自治体加入促進に寄与した事例
である。

問
答

一般会計予算

インチョン 2014 アジアパラ競技大会
出場選手・コーチによる報告会の模様

東京オリンピック・パラリンピック推進事業
事業費：6万円
内　容：東京オリンピック・パ
ラリンピック開催にあたり、本
市として取り組むべきことにつ
いて検討するとともに、パラリ
ンピックへの理解を深めるため、
意識啓発事業を実施する。
	 庁内プロジェクトチーム
の活動状況は。
	 公募で集まった若手職員
を中心に、大会の成功に向けて
どのように協力できるのか、ス
ポーツ振興や障害者スポーツの
理解促進にどのようにつなげる
か、会議を6回開催し意見交換
を行っている。

問

答

一般会計予算所沢成長作戦！

東西連絡道路予定地

東西連絡道路整備事業

事業費：1億6,000万円
内　容：東西連絡道路・基地運
営用道路の実施設計及び倉庫・
防火水槽等建築物に係る実施設
計を実施する。
	 今後のスケジュールは。
	 平成27年度に実施設計、
28年度に東西連絡道路、基地内
運営用道路の一部着工、防火水
槽の工事、29年度は東西連絡道
路等、消火栓、倉庫等の工事、
30年度に既存の倉庫、防火水槽、
アンテナ等の撤去を実施し、完
成予定である。

問
答

一般会計予算文化・ブランド

改修予定となっている市内小学校のトイレ

学校トイレ改修事業
事業費：4億3,600万円
内　容：学校校舎のトイレにつ
いて、教育環境の改善と児童生
徒の快適な学習環境の確保を図
るため、洋式化等を含めた全面
改修を行う。
	 事業によって、どれぐら
い改善されるのか、進捗状況は。
	 平成27年度から31年度ま
での５年間で、松井小学校を除
く46校それぞれ１系統のトイレ
改修が一回りすると、小・中学
校全体で約50％まで洋式化でき
ると考えている。

問

答

? ストックマネジメント…ライフサイクルコストを低減するための技術的体系および管理手法

教　育
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4? 組み替え動議…予算を撤回して修正してから再提出することを求める動議です。

上下水道部庁舎

水道事業会計予算
予算総額： 94億3,307万3,000円

	 料金課の包括委託関連に
ついての概要は。
	 平成26年度まで料金課業
務の一部、検針業務および止水
栓の開・閉栓の業務を委託して
いたが、料金課の窓口業務、検
針、精算、調定および収納、滞
納整理業務、電子計算処理業務
などの12業務について、平成27
年度から32年度までの6年間包
括委託することとなった。

問

答

介護保険パンフレット

介護保険特別会計予算
予算総額：194億9,400万円

	 介護予防普及啓発事業を
開始することになった経緯は。
	 国の地域支援事業実施要
綱が改正され、より効果的、効
率的に実際の介護予防事業への
参加を促す必要が生じたことか
ら、認知症アンケートと参加型
測定会を実施し、認知症の正し
い知識と介護予防事業を広く効
果的に周知するため実施する。

問

答

市役所国民健康保険課

国民健康保険特別会計予算
予算総額： 426億4,000万円

	 未納対策はどのように進
めていくのか。
	 現年課税分の未納につい
ては、早期着手し早期完納を目
指し、職員および平成26年度か
ら発足した納税推進員が一丸と
なり、新たな収入未済を発生さ
せない取り組みを進める。収納
率の高い自治体の取り組み事例
などを調査研究し、収納率の向
上に努めていきたいと考える。

問

答

　

３
月
６
日
に
病
院
、
水
道
、
下
水
道
事
業
会
計
、

各
特
別
会
計
、
一
般
会
計
の
一
部
、
９
・
11
日
に

一
般
会
計
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
23
日
の
委
員

会
で
は
、
一
般
会
計
予
算
案
に
対
す
る
３
本
の
組

み
替
え
動
議
?
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結

果
、
挙
手
少
数
で
否
決
と
な
り
、
一
般
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
は
、
挙
手
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
25
日
に
委
員
会
の
審
査
結
果
報
告
を

行
い
、
最
終
日
に
議
決
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果

は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

《
予
算
特
別
委
員
会
（
定
数
17
人
）
》

◎
中
村　

太
（
至
誠
ク
ラ
ブ
）

○
中　

毅
志
（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
）

　

脇　

晴
代
（
共
生
）

　

矢
作　

い
づ
み
（
日
本
共
産
党
）

　

島
田　

一
隆
（
民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会
）

　

赤
川　

洋
二
（
民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会
）

　

入
沢　

豊
（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
）

　

小
林　

澄
子
（
日
本
共
産
党
）

　

谷
口　

雅
典
（
改
革
２
０
１
５
）

　

青
木　

利
幸
（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
）

　

近
藤　

哲
男
（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
）

　

吉
村　

健
一
（
公
明
党
）

　

植
竹　

成
年
（
公
明
党
）

　

西
沢　

一
郎
（
公
明
党
）

　

松
本　

明
信
（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
）

　

荻
野　

泰
男
（
至
誠
ク
ラ
ブ
）

　

桑
畠　

健
也
（
至
誠
ク
ラ
ブ
）

　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

予
算
特
別
委
員
会
を

　
　

開
催
し
ま
し
た

本
会
議	• 

施
政
方
針
お
よ
び
提
案
理
由
の
説
明

	
• 

議
案
説
明
（
先
議
）

本
会
議	•

議
案
質
疑
（
先
議
）

委
員
会	• 

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査
（
先
議
）

本
会
議	•

常
任
委
員
長
報
告
・
採
決
（
先
議
）

	
•

常
任
委
員
長
報
告
（
特
定
事
件
）

	
•

予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

本
会
議	• 

議
案
説
明

本
会
議	• 

議
案
質
疑

委
員
会	• 

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

委
員
会	• 

予
算
特
別
委
員
会
審
査

委
員
会	• 

建
設
水
道
常
任
委
員
会
審
査

	
• 

予
算
特
別
委
員
会
審
査

本
会
議	• 

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

委
員
会	• 

予
算
特
別
委
員
会
審
査

本
会
議	• 

常
任
委
員
長
お
よ
び
特
別
委
員
長

	
  

報
告

本
会
議	• 

討
論
・
採
決

	
• 

追
加
議
案
の
上
程
・
質
疑
・
採
決

	
• 

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
質
疑
・

	
  

採
決

　

２
月
23
日

　

２
月
24
日

　

２
月
25
日

　

２
月
26
日

　

２
月
27
日

　

３
月
4
日

　

３
月
５
日

　

３
月
６
・
９
日

　

３
月
11
日

　

３
月
23
日

　

３
月
26
日

　

３
月
25
日

　

３
月
12
・
16
・
18
・
19
・
20
日

３
月
定
例
会
の
動
き
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■
平
成
26
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）
【
先
議
】

⃝

旧
市
役
所
庁
舎
跡
地
等
活
用
事
業９

９
８
万
円

　

旧
市
役
所
庁
舎
跡
地
等
に
つ
い
て
、
市
の
中

心
部
に
位
置
す
る
と
い
う
優
位
性
を
生
か
し
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
な
形
で

の
将
来
的
な
活
用
の
方
向
に
向
け
て
、
調
査
・

検
討
を
行
う
も
の
で
す
。

	

地
域
住
民
か
ら
の
提
案
を
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
て
い
く
の
か
。

	

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
地
域
住
民

等
の
意
向
も
聞
き
な
が
ら
、
総
合
的
に
跡
地
利

用
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
所
沢
市
一
般
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

　

平
成
26
年
８
月
に
人
事
院
よ
り
国
家
公
務
員

の
給
与
の
引
下
げ
が
勧
告
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、

本
市
の
一
般
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
も
こ
れ
に

準
じ
て
措
置
を
す
る
も
の
で
す
。

	

給
与
改
定
の
県
内
自
治
体
の
動
向
は
。

	

さ
い
た
ま
市
を
除
く
県
内
39
市
中
、
条
例

改
正
が
議
会
に
提
出
さ
れ
４
月
実
施
予
定
が
29

市
、
未
定
が
10
市
で
あ
る
。

■
平
成
26
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）
【
先
議
】

○
（
仮
称
）
所
沢
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
複

合
施
設
）
整
備
事
業

　

建
設
工
事
中
に
地
中
障
害
物
が
見
つ
か
っ
た

た
め
、
障
害
物
の
撤
去
工
事
を
行
い
、
併
せ
て

柔
ら
か
く
な
っ
た
地
面
の
強
度
を
復
元
さ
せ
る

た
め
に
地
盤
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

・
工
事
期
間
（
変
更
後
）
平
成
26
年
９
月
26
日

～
平
成
28
年
11
月
30
日
、
工
期
延
長　

９
ヶ
月

・
追
加
工
事
費
用
概
算　

２
億
５
，２
０
０
万
円

	
地
元
へ
の
説
明
会
を
行
う
予
定
は
あ
る

の
か
。

	

近
隣
住
民
の
方
に
は
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
あ
る
。

■
所
沢
市
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
条
例
の

制
定

　

本
委
員
会
は
、
教
育
委
員
会
と
い
じ
め
問
題

対
策
連
絡
協
議
会
と
の
円
滑
な
連
携
の
下
に
、

い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
実
効
的
に
行

う
附
属
機
関
で
あ
り
、
同
委
員
会
の
運
営
等
に

関
し
て
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

	

委
員
会
の
調
査
権
限
は
、
ど
の
く
ら
い

ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

	

学
校
主
体
の
調
査
で
は
、
重
大
事
態
へ
の

対
処
あ
る
い
は
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
に

必
ず
し
も
十
分
な
結
果
を
得
ら
れ
な
い
と
判
断

し
た
と
き
に
、
諮
問
を
受
け
、
い
じ
め
問
題
対

策
委
員
会
が
調
査
を
行
い
、
そ
の
際
に
は
、
質

問
書
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
聞
き
取
り

な
ど
も
考
え
て
い
る
。

■
所
沢
市
安
心
・
安
全
な
学
校
と
地
域
づ
く
り

推
進
本
部
条
例
の
制
定

　

所
沢
市
安
全
・
安
心
な
学
校
と
地
域
づ
く
り

推
進
本
部
は
、
学
校
が
地
域
と
連
携
し
て
学
校

内
外
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
事
件
、
事
故
及
び

い
じ
め
の
防
止
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
・
安
心
な
学
校
と
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

機
関
で
あ
り
、
同
推
進
本
部
の
運
営
等
に
関
し

て
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

	

所
沢
市
安
全
・
安
心
な
学
校
と
地
域
づ

く
り
推
進
本
部
は
、
設
置
さ
れ
て
10
年
以
上
経

っ
て
い
る
と
思
う
が
、
今
回
あ
え
て
条
例
化
す

る
理
由
は
。

	

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
第
14
条
に
お

け
る
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
の
役
割
を

所
沢
市
安
全
・
安
心
な
学
校
と
地
域
づ
く
り
推

進
本
部
に
持
た
せ
、
組
織
の
目
的
や
位
置
づ
け

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
い

じ
め
防
止
に
関
す
る
取
り
組
み
の
提
案
や
、
そ

の
成
果
、
課
題
の
総
括
を
行
う
た
め
に
条
例
化

し
た
も
の
で
あ
る
。

■
所
沢
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正
を

行
う
。

	

ど
の
よ
う
な
政
策
的
な
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
る
か
。

	

地
域
ケ
ア
個
別
会
議
に
情
報
提
供
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
た
め
、
多
職
種
、
住
民
等

の
地
域
関
係
者
間
で
検
討
を
重
ね
る
上
で
は
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

■
平
成
26
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）
【
先
議
】

○
と
こ
ろ
ざ
わ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
補

助
事
業

３
億
５
，５
０
０
万
円

　

消
費
者
の
購
買
意
欲
を
拡
大
さ
せ
地
域
経
済

と
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
所
沢
商
工

会
議
所
が
実
施
す
る
と
こ
ろ
ざ
わ
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
事
業
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。

【
商
品
券
概
要
】

・
特
典
…
商
品
券
購
入
額
よ
り
３
割
分
余
分
に

買
い
物
等
が
で
き
る

・
対
象
店
舗
…
市
内
協
賛
店
舗

	

商
品
券
は
い
つ
か
ら
買
え
る
の
か
。

	

商
品
券
の
発
行
時
期
、
発
行
方
法
等
は
、

実
施
主
体
で
あ
る
商
工
会
議
所
に
お
い
て
実
行

委
員
会
を
組
織
し
決
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
未
定
だ
が
、
国
か
ら
夏
ま
で
が
望

ま
し
い
と
い
う
話
は
あ
る
。

問答問答

問答問答

問答

問答問答

? 先議…通常、議案は定例会の最終日に議決しますが、年度末における補正予算など、時間に余裕がない案件について、その他の議案と分け、定例会の冒頭
で委員会審議を経て、または省略して議決することをいいます。

市
長
提
出
議
案

（
当
初
予
算
以
外
）

総
務
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

市
民
環
境
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案
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■
平
成
26
年
度
所
沢
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
【
先
議
】

　

現
予
算
額
に
３
億
８
０
５
万
８
千
円
を
減
額

し
、
総
額
３
８
５
億
１
，５
４
１
万
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

	

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
当
初
の
見
込
み

よ
り
約
10
．８
億
円
の
差
が
あ
る
が
、
今
後
、

大
き
な
ぶ
れ
が
生
じ
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

	

前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
の
予
測
は
、

不
確
定
要
素
も
あ
り
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
他

市
の
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
精
度
が
上

が
る
よ
う
に
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

■
所
沢
市
工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
の
制
定

　　

工
場
の
増
改
築
や
設
備
更
新
、
新
規
立
地
を

行
う
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
市
内
企
業
の

市
外
転
出
抑
制
及
び
市
外
企
業
の
新
規
立
地
を

促
す
た
め
、
緑
地
率
な
ど
を
緩
和
す
る
規
定
を

条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

	

緑
地
面
積
率
を
15
％
以
上
と
し
た
理
由

は
。

	

緑
の
確
保
と
い
う
観
点
と
既
存
工
場
の

操
業
継
続
支
援
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
現

状
よ
り
も
５
％
の
緩
和
と
し
た
。

■
所
沢
市
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

墓
地
の
公
益
性
及
び
永
続
性
の
観
点
か
ら
墓

地
経
営
許
可
の
基
準
並
び
に
既
存
墓
地
の
拡
張

に
関
し
て
一
定
の
規
制
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
経
営
者
や
設
置
場
所
の
基
準
、
施
設

基
準
等
の
規
定
に
つ
い
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

	

今
回
の
改
正
で
、
第
12
条
第
１
項
の
設

置
場
所
の
基
準
か
ら
、
住
宅
の
敷
地
と
い
う
文

言
が
な
く
な
っ
た
理
由
は
。

	

公
園
、
学
校
、
病
院
等
を
例
示
し
て
、

そ
れ
も
含
め
て
全
て
規
則
で
規
定
を
す
る
よ
う

に
考
え
て
い
る
。
効
力
は
今
ま
で
と
は
変
わ
ら

な
い
。

■
所
沢
市
企
業
立
地
支
援
条
例
の
一
部
改
正

　

工
場
等
立
地
奨
励
金
及
び
特
例
子
会
社
設
立

奨
励
金
の
交
付
対
象
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

	
今
後
建
設
す
る
予
定
の
事
業
者
で
、
奨

励
金
の
対
象
と
な
る
事
業
者
が
あ
る
の
か
。

	

現
段
階
で
は
立
地
の
予
定
は
な
い
。
特

例
子
会
社
の
関
係
は
、
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ
が
特
例
子
会
社
を
設
置
す
る
と
い
う
話

も
あ
り
、
そ
の
際
は
適
用
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。

■
所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
用
地
の
取
得
に
つ

い
て
【
先
議
】

　

土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
し
た
用
地
を
買

い
戻
す
も
の
で
あ
る
。

	

用
地
買
収
率
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

	

土
地
開
発
公
社
か
ら
の
買
戻
し
が
完
了

す
る
と
約
86
％
で
す
。

◎
市
道
路
線
の
認
定　
　

１
路
線

委
員
会
付
託
を
行
わ
ず
全
体
審
議
と
し
た

議
案
（
追
加
議
案
７
議
案
）

■
平
成
26
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

■
平
成
27
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

■
（
仮
称
）
所
沢
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

（
建
築
）
工
事
請
負
契
約
締
結
の
一
部
変
更

■
（
仮
称
）
所
沢
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

（
電
気
設
備
）
工
事
請
負
契
約
締
結
の
一

部
変
更

■
（
仮
称
）
所
沢
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

（
機
械
設
備
）
工
事
請
負
契
約
締
結
の
一

部
変
更

　

平
成
26
年
９
月
に
着
手
し
た
建
設
工
事
に
つ

い
て
、
当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
地
中
障
害

物
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
物
の
撤

去
お
よ
び
地
盤
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
伴
う
工
事
内
容
の
追
加
、
工
期

延
長
並
び
に
契
約
金
額
の
変
更
を
行
う
も
の
で

す
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

・
能
登　

則
之
氏
（
東
京
都
葛
飾
区
／
新
任
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意

・
川
端　

實
氏
（
く
す
の
き
台
／
新
任
）

議
員
提
出
議
案

　

議
員
か
ら
は
、
『
予
算
特
別
委
員
会
の
設

置
』
、
『
所
沢
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
』
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

■
お
も
な
改
正
内
容

・
常
任
委
員
会
の
名
称
、
所
管
事
務
が
変
わ
り

ま
す

問答問答

問答問答問答
建
設
水
道
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

・総務経済常任委員会
・健康福祉常任委員会
・市民文教常任委員会
・建設環境常任委員会

・総務常任委員会
・教育福祉常任委員会
・市民環境常任委員会
・建設水道常任委員会

現 行

改正後
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議案に賛成・反対します討
論

平成 27年度所沢市一般会計予算

・住民投票の結果について、市長が明確な判断を示さず、
防音校舎の除湿工事に関する予算の計上がなかった。

・除湿工事に関連した明確な動きが見えない方針に対して、
承認することは難しいものと判断した。
・個人番号制度対応事業に関連する各予算について、本来、
個人に関する情報は、本人以外にむやみに知られることのな
いようにすべきものであり、手段を講じても個人情報の流出を
防ぐことは困難であるため認められない。

・予算には保険税の増税が反映されており、以前か
ら、保険給付の見込み額は多く見積もられていること

を指摘している。

・将来都市像の実現に向け、平成27年度から始まる総
合計画後期基本計画を踏まえた事業選択と予算配分

が行われていることを評価する。
・個人番号制度は社会保障や税制度の効率性、透明性を高
め、市民にとっても利便性の高い、公平、公正な社会を実現す
るための制度であり、これから将来に亘り効果が得られるも
のであり、本制度にかかる各予算については賛成する。

平成 27年度所沢市国民健康保険特別会計予算

・保険給付費の積算は、所沢市国民健康保険運営協議
会の意向を踏まえており、実情に合わせた努力が伺える。

・収納率の向上やジェネリック薬品の利用促進、疾病予防対
策などの医療費医療費抑制に努力していただきたい。

・介護保険料の引き上げと紙おむつの給付では、所
得160万円以上の方に対して、2割負担増の増税改正

である。

平成 27年度所沢市介護保険特別会計予算

・介護予防が必要な高齢者を把握し、それぞれの状
態に応じたきめ細やかな介護予防事業を実施するとと

もに、高齢者全体に介護予防に関する普及啓発を行うことか
ら、介護予防事業の委託料は適切な単価と考える。

・水道料金や水道栓の開閉は、生活困窮との関連や
命を守る福祉の観点が重要であり、個人情報保護の

観点からも外部委託とすることには反対する。

平成 27年度所沢市水道事業会計予算／平成 27年度所沢市下水道事業会計予算

・上下水道部料金業務包括委託は、効果額は総額で2
億円以上と見込まれ、福祉部門との連携、個人情報の

管理など、市民の安心・安全にも引き続き配慮されており、さ
らに営業時間の延長、土曜日開庁と、市民の利便性の向上に
も寄与するものである。

・現状で十分対応できており、実績を積み上げてきて
いる現体制で取り組むことが望ましいと考える。

・いじめの問題は社会全体の問題として捉え、一人ひとりが
大切にされる環境づくりの取り組みから解決される。新たな
条例づくりの前に、取り組めること、取り組まなければならな
いことがある。

所沢市いじめ問題対策委員会条例制定について／所沢市安心・安全な学校と地域づくり推進本部条例制定について

・いじめ問題対策委員会を設置することで、第三者機
関として公平、公正な立場で当事者間の関係の調整を

図ることができるようになる。
・いじめ防止に関する取り組みや各支部との更なる連携をす
ることで、一人ひとりの子どもを大切にし、いじめ防止の実効
性が高まることが期待できる。

・公務員の賃金は、民間労働者の賃金にも大きな影響を与
え、地域経済をますます冷え込ませる要因にもなってしまう。

・職員給与の削減について、二つの組合と十分な協議を行う
べきである。

所沢市一般職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例制定について

・人事院勧告に準拠して給与改定するもので、職員団
体とも十分協議を重ねた結果、提案されたということ

であり、引き続き、給与水準の適正化を図られることを期待し
賛成する。

・これまでは指定の外部評価機関で実施していたも
のを自らの質の評価に改正するとした、規制緩和を行

う内容になっている。サービスの質の評価を第三者機関の位
置づけを維持していくべきである。

所沢市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について／
所沢市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

・介護保険法施行規則等の一部を改正する省令の基
準に従い定められており、お泊りデイサービスの届出や

自己報告の仕組みを設けて、利用者を保護するようになるこ
とや、施設の利用定員を増やすことなど、今後予想される高齢
者の増加に対応していることが伺える。

※ 討論は一部の要旨を掲載しています。閉会中もインターネットで録画中継が視聴できますので、ぜひご利用ください。
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請願・陳情審議の結果（３月定例会）

件　　　名 提　出　者 結　果

○請願第１号（建設水道常任委員会へ付託）
　北秋津・上安松区画整理地区内幹線道路ルートと所沢バイパスと
の連動に関し地域住民への説明を求める件

高橋　誠治さん（北秋津）
ほか 13 人

取り下げ

探しやすく、
わかりやすく

審議情報は、会期ごとに
お知らせ

■所沢市ホームページ
　トップページ
→　市政・サービス　
→　市議会 をクリック

ホームページも

ご覧下さい

議案
番号

議　案　件　名
付　託
委員会

自由民主党・無所属の会 公明党 至誠クラブ 日本共産党 民主ネット	
リベラルの会

改革
2015

共
生

結　果入
沢　
　

豊

青
木　

利
幸

近
藤　

哲
男

松
本　

明
信

安
田　

義
広

中　
　

毅
志

大
舘　

隆
行

越
阪
部
征
衛

岡
田　

静
佳

石
井　
　

弘

浜
野　

好
明

吉
村　

健
一

植
竹　

成
年

西
沢　

一
郎

村
上　
　

浩

亀
山　

恭
子

福
原　

浩
昭

浅
野
美
恵
子

荻
野　

泰
男

杉
田　

忠
彦

桑
畠　

健
也

中
村　
　

太

秋
田　
　

孝

矢
作
い
づ
み

荒
川　
　

広

城
下　

師
子

小
林　

澄
子

平
井　

明
美

島
田　

一
隆

赤
川　

洋
二

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

谷
口　

雅
典

松
崎　

智
也

脇　
　

晴
代

第10号 平成 27年度所沢市一般会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（　

議　

長　

）

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × 原案可決

第 13号
平成 27 年度所沢市国民健康保険特別会計予
算

予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 14号 平成 27年度所沢市介護保険特別会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 15号
平成 27 年度所沢市後期高齢者医療特別会計
予算

予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 16号 平成 27年度所沢市水道事業会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 17号 平成 27年度所沢市下水道事業会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 20号
所沢市いじめ問題対策委員会条例制定につい
て

教育福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 21号
所沢市安全・安心な学校と地域づくり推進本
部条例制定について

教育福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 31号
所沢市一般職員の給与等に関する条例等の一
部を改正する条例制定について

総　　務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 37号
所沢市介護保険条例の一部を改正する条例制
定について

教育福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決

第 38号
所沢市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例制定について

教育福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 39号

所沢市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例制定について

教育福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 54号 監査委員選任の同意を求めることについて ― 賛成 21、反対 4、白票 9（無記名投票による） 同意する

本会議において賛否が分かれた審議結果　［平成 27年第 1回定例会］

※掲載されていない議案は全会一致で可決しました。議員提出議案（2件）を含む全審議結果（57件）は市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

○：賛成　×：反対
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他
自
治
体
で
は
、
余
熱

を
レ
ジ
ャ
ー
型
の
温
水

プ
ー
ル
な
ど
に
活
用
し

て
い
る
事
例
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
当
市
で
は
、
温
水
プ
ー
ル
の

整
備
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
中
で

扱
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

教
育
総
務
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
後
期

基
本
計
画
の
中
で
は
、
費
用
対
効
果
や
類
似
施

設
の
調
査
実
施
と
と
も
に
、
整
備
の
必
要
性
を

検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
は
平

成
27
年
度
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
策

定
す
る
計
画
の
中
で
検
討
事
項
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

多
く
の
駅
に
は
駅
を
出

る
と
観
光
案
内
板
が
あ

る
が
、
狭
山
ケ
丘
駅
に

は
西
口
に
も
東
口
に
も

な
い
状
況
で
あ
る
。
三
ケ
島
地
区
に
は
多
く
の

観
光
資
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
街
づ
く
り
基
本

方
針
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
も
記
載
さ
れ
て
い

る
狭
山
ケ
丘
駅
へ
の
案
内
板
の
設
置
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

産
業
経
済
部
長　

予
算
や
設
置
場
所
、
関
係
機

関
と
の
調
整
も
含
め
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
狭
山
ケ
丘
駅
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
、
観
光
ガ
イ
ド
で
あ
る
と
こ
ろ

ざ
わ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ･

ナ
ビ
を
作
成
す
る
な
ど

し
て
紹
介
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

災
害
対
策
に
お
い
て
、

市
内
の
企
業
や
事
務
所

と
の
連
携
は
地
域
を
挙

げ
て
の
対
応
と
な
り
、

市
民
に
と
っ
て
は
行
政
が
で
き
な
い
部
分
を
カ

バ
ー
で
き
、
事
業
者
に
と
っ
て
は
市
民
と
の
協

力
に
よ
る
早
期
復
旧
に
つ
な
が
る
な
ど
、
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
。
災
害
時
に
避
難

先
と
な
っ
て
く
れ
る
企
業
を
増
や
す
た
め
、
ど

の
よ
う
に
協
力
を
進
め
る
の
か
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
監　

指
定
避
難
場
所
に
避
難
す
る
前

に
一
時
的
に
避
難
で
き
る
施
設
の
確
保
は
有
効

と
考
え
る
。
自
治
会
が
民
間
業
者
と
協
定
を
締

結
し
、
一
時
的
な
避
難
場
所
を
確
保
し
て
い
る

事
例
も
あ
り
、
今
後
、
福
祉
避
難
所
の
協
定
締

結
に
向
け
た
対
応
や
、
そ
の
他
の
避
難
所
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

一
流
の
案
内
と
し
て
、

た
ら
い
回
し
に
せ
ず
、

一
つ
の
窓
口
で
事
足
り

る
サ
ー
ビ
ス
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
窓
口
一
元

化
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

副
市
長　

庁
舎
１
、
２
階
に
、
市
民
の
利
用
が

多
い
課
を
配
置
し
、
ま
た
転
入
転
出
、
死
亡
と

い
っ
た
届
出
の
際
に
必
要
と
な
る
手
続
き
と
担

当
課
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
す
る

な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
関
係
各
課
の
連
携
強
化
を
図
り
、
近
隣

市
の
取
り
組
み
、
来
庁
者
の
方
々
の
意
見
を
参

考
に
す
る
な
ど
し
て
「
超
親
切
な
市
役
所
」
を

目
指
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

保
育
園
を
退
園
し
て
家

庭
で
保
育
を
行
う
場
合
、

保
護
者
の
悩
み
が
多
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

声
を
聞
く
。
家
庭
保
育
中
の
悩
み
に
対
し
ど
う

支
援
し
て
い
く
の
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
や
一
時
預
か
り
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
す
る
と
こ
ろ

っ
こ
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
に
よ
り
、
適

切
な
事
業
や
施
設
利
用
に
つ
な
げ
る
支
援
を
し

て
い
く
。
一
時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
育
児
休
業
中
の
利
用
回
数
の
上

限
を
拡
大
し
、
利
用
し
や
す
く
す
る
予
定
で
あ

る
な
ど
、
育
児
休
業
中
の
家
庭
の
子
育
て
支
援

策
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

東
京
都
足
立
区
が
開
催

し
て
い
る
「
あ
だ
ち
環

境
か
る
た
大
会
」
は
、

読
み
句
を
小
学
生
か
ら

募
集
し
、
採
用
さ
れ
た
児
童
の
名
前
等
が
書
か

れ
た
絵
札
を
使
う
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、

実
践
に
も
っ
て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。
当
市

で
も
環
境
教
育
の
手
法
と
し
て
、
ま
ず
は
情
報

収
集
し
な
が
ら
研
究
段
階
か
ら
取
り
組
ん
で
は

い
か
が
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

当
市
で
は
ご
み
減
量
３ 

Ｒ
啓
発
ポ
ス
タ
ー
、
ク
イ
ズ
形
式
の
出
前
講
座

な
ど
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
参
画
意
識
を
持
っ

て
環
境
学
習
を
進
め
て
い
る
が
、
議
員
ご
案
内

の
環
境
か
る
た
も
有
意
義
な
手
法
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
青
少
年
育
成
所
沢
市
民
会
議
が

作
成
し
た
所
沢
郷
土
か
る
た
と
、
そ
の
取
り
組

み
も
参
考
に
、
情
報
収
集
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

行　政

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
余
熱
の
活
用

至誠クラブ

質 問 者

杉田　忠彦
	 議員

観　光

狭
山
ケ
丘
駅
前
に
観
光
案
内
板
を

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

赤川　洋二
	 議員

防　災

企
業
と
連
携
し
た
災
害
対
策
を

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

島田　一隆
	 議員

行　政

市
役
所
窓
口
の
一
元
化
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

越阪部征衛
	 議員

こども

家
庭
保
育
の
支
援
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

松本　明信
	 議員

環　境

か
る
た
を
用
い
た
環
境
教
育

改革2015

質 問 者

谷口　雅典
	 議員

質問は各議員の多くの質問項目中、１項目だけが掲載されています。すべての質問項目は市議会ＨＰでご覧いただけます。！

一般質問
ここが気になる

３月定例会では、29人の議員が
一般質問を行いました。
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こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
登

校
対
策
を
行
っ
て
き
た

が
、
な
か
な
か
効
果
を

出
す
と
こ
ろ
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
を
県
に
求

め
た
り
、
保
護
者
を
対
象
に
し
た
グ
ル
ー
プ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
開
催
の
検
討
、
民
間
施
設
と

の
情
報
交
換
に
取
り
組
む
な
ど
、
よ
り
一
層
の

充
実
と
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

教
師
の
資
質
・
能
力
の
向
上
、
関
係

機
関
と
の
連
携
の
充
実
、
他
市
や
教
育
機
関
等

の
成
果
の
調
査
研
究
等
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、

来
年
度
は
特
に
、
不
登
校
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
・
着
手
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
楽
し
い
学

び
の
場
を
つ
く
り
、
主
体
的
・
創
造
的
な
学
習

の
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

東
京
狭
山
線
、
飯
能
所

沢
線
、
北
野
下
富
線
な

ど
大
き
な
幹
線
道
路
の

計
画
が
進
ん
で
い
る
。

ス
マ
ー
ト
交
通
?
な
ど
、
渋
滞
に
関
す
る
業

務
を
、
平
成
27
年
度
に
設
置
さ
れ
る
交
通
政
策

室
で
所
管
す
べ
き
で
は
。

経
営
企
画
部
長　

ス
マ
ー
ト
交
通
や
交
通
渋
滞

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
ま
ず
は
そ
の
要
因
に
関
連
す
る
所
管

が
対
応
す
る
が
、
全
般
的
・
総
合
的
な
課
題
は

交
通
政
策
室
に
て
所
管
し
、
庁
内
関
係
部
署
及

び
警
察
署
等
の
関
連
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

栃
木
県
佐
野
市
で
は
、

商
工
会
議
所
等
が
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
「
さ
の
ま

る
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

料
金
別
納
・
後
納
郵
便
物
を
作
成
し
、
多
く
の

人
の
目
を
ひ
い
て
い
る
。
当
市
で
も
、
逆
に
市

が
リ
ー
ド
し
て
、
企
画
と
し
て
推
進
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
。
後
納
郵
便
の
表
示
を
ト
コ

ろ
ん
に
す
る
な
ど
、
市
内
外
に
広
め
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長　

ト
コ
ろ
ん
を
料
金
後
納
の
デ

ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
で
、
市
内
外
の
多
く
の
方

の
目
に
ふ
れ
る
機
会
が
増
え
、
ト
コ
ろ
ん
や
市

の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
有
効

な
手
段
と
考
え
る
。
ま
ず
は
現
行
の
封
筒
に
つ

い
て
関
係
各
課
と
調
整
の
上
、
新
た
な
デ
ザ
イ

ン
を
検
討
し
た
い
。

平
成
27
年
度
か
ら
、
全

て
の
児
童
館
で
夏
休
み

の
一
時
預
か
り
事
業
を

実
施
す
る
予
定
と
の
こ

と
だ
が
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
、
指
定
管
理
者
の

独
自
事
業
と
し
て
学
校
を
借
り
て
行
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

児
童
ク
ラ
ブ
指
定
管
理
者

の
中
に
は
、
夏
の
一
時
預
か
り
を
検
討
し
て
い

る
事
業
者
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
側
で
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
学
校
施
設
で
実
施
さ
せ
る

こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
学
校
施
設
の
一

時
借
用
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
や
学
校
と
話

し
合
い
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
同
様
に
行

っ
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

教
育
活
動
へ
の
影
響
、
活
動

内
容
や
施
設
管
理
、
事
故
へ
の
対
処
や
予
定
調

整
な
ど
を
踏
ま
え
、
学
校
が
適
切
に
判
断
す
る
。

な
お
、
長
期
の
貸
し
出
し
と
な
る
場
合
は
教
育

委
員
会
か
ら
の
指
示
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

昨
年
末
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
期
日
前
投
票

所
で
は
受
付
が
大
変
な

行
列
に
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
聞
く
が
、
宣
誓
書
の
記
入
に
一
番
手
間

取
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
狭
山
市
で
は
投

票
所
入
場
整
理
券
が
宣
誓
書
を
兼
ね
て
お
り
、

８
割
程
度
の
方
が
使
用
し
た
。
高
い
利
用
率
や

混
雑
緩
和
に
効
果
が
あ
る
た
め
、
当
市
で
も
採

用
す
べ
き
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
宣
誓
書

を
印
刷
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
き
た
。
４
月
の

県
議
会
議
員
選
挙
に
は
投
票
所
入
場
整
理
券
に

宣
誓
書
を
印
刷
し
た
も
の
を
送
付
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
が
持
つ
土
地
の
約
63

％
が
学
校
の
土
地
で
あ

り
、
ま
た
平
成
26
年
５

月
時
点
で
の
転
用
可
能

教
室
数
は
、
小
学
校
で
２
３
６
、
中
学
校
で
１

１
８
で
あ
る
。
い
つ
か
は
議
論
が
避
け
ら
れ
な

い
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長　

学
校
は
、
地
域
の
中
の
心
の
ふ
る
さ
と

と
な
る
大
切
な
存
在
で
あ
り
、
学
校
を
ど
う
捉

え
て
い
く
か
が
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
上

で
重
要
と
考
え
る
。
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
策
定
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方

針
に
て
、
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
、
多
額
の
改

修
費
用
や
維
持
管
理
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
複
合
化
や
統
廃
合
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

交　通

渋
滞
に
関
す
る
業
務
を

交
通
政
策
室
で

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

安田　義広
	 議員

教　育

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

公明党

質 問 者

植竹　成年
	 議員

こども

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て

至誠クラブ

質 問 者

桑畠　健也
	 議員

行　政

郵
便
物
に
ト
コ
ろ
ん
を

公明党

質 問 者

西沢　一郎
	 議員

選　挙

期
日
前
投
票
に
お
け
る

宣
誓
書
に
つ
い
て

公明党

質 問 者

福原　浩昭
	 議員

行　政

学
校
の
統
合
に
つ
い
て

改革2015

質 問 者

松崎　智也
	 議員

? スマート交通 ･･･ 道路に連続して設置されている信号機を互いに関連付けて作動させることで、一定の速度で走行する自動車が赤信号で停止することを少な
くし、スムーズに通過することができるようにする交通システムです。

▲期日前投票宣誓書（4/12 の埼玉県議会
議員一般選挙投票所整理券裏面）
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当
市
の
平
成
25
年
度
現

年
度
分
市
税
収
納
率
は

97
．９
％
で
あ
り
、
県

内
40
市
中
32
位
と
の

こ
と
で
あ
る
。
１
位
の
桶
川
市
は
99
．3
％
で
、

同
様
の
収
納
率
に
な
れ
ば
７
億
円
の
税
収
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
方
策
を
と
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
収
納
率

向
上
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

財
務
部
長　

平
成
26
年
度
か
ら
納
税
推
進
員
制

度
を
導
入
し
て
早
期
完
済
を
目
指
し
、
納
付
勧

奨
、
口
座
振
替
利
用
促
進
な
ど
に
よ
り
新
規
滞

納
発
生
防
止
を
、
ま
た
夜
間
、
休
日
を
含
む
訪

問
催
告
、
県
職
員
の
派
遣
を
受
け
て
の
案
件
処

理
な
ど
に
よ
り
滞
納
繰
越
分
の
圧
縮
に
も
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
収
納
率
の
高

い
自
治
体
を
調
査
研
究
し
、
有
効
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
大
き
な
災
害
時
に
、

障
害
児
・
障
害
者
に
対

す
る
救
済
の
手
立
て
が

不
安
だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
が
、
そ
う
い
っ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
監　

ご
本
人
か
ら
の
登
録
申
請
に
よ

る
名
簿
を
地
域
に
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
法
改

正
を
受
け
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
を
全

て
登
録
す
る
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成

準
備
も
進
め
て
い
る
。
ま
た
指
定
避
難
場
所
で

十
分
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は

協
定
を
締
結
し
て
い
る
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉

施
設
へ
福
祉
避
難
所
の
開
設
を
依
頼
し
、
移
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

北
野
下
富
線
に
つ
い
て

は
、
立
正
佼
成
会
の
通

り
か
ら
県
道
所
沢
狭
山

線
ま
で
の
区
間
で
、
平

成
32
年
ま
で
の
期
間
で
事
業
認
可
が
下
り
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
残
り
の
部
分
も
含
め
、
全

線
開
通
の
意
気
込
み
は
。

建
設
部
長　

市
と
し
て
は
、
平
成
32
年
３
月
ま

で
の
期
間
内
に
事
業
が
完
了
す
る
よ
う
進
め
て

い
く
。
残
り
の
部
分
で
は
西
武
新
宿
線
と
立
体

交
差
す
る
区
間
が
大
規
模
工
事
と
な
る
が
、
お

お
む
ね
10
年
先
を
目
指
し
て
全
線
開
通
に
力
を

注
い
で
い
く
。

病
院
、
消
防
、
福
祉
施

設
等
の
職
員
の
中
で
、

手
話
の
で
き
る
方
を
養

成
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

全
て
の
相
談
に
対
応
で
き
、
通
訳
な
し
で
手
話

で
直
接
や
り
取
り
が
で
き
る
相
談
員
に
つ
い
て

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
部
長　

平
成
26
年
度
の
手
話
講
習
会
の
受

講
者
の
中
に
介
護
系
、
医
療
系
、
学
校
、
保
育

園
等
の
職
員
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ

た
講
習
会
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。
ま
た
職
員
に
対
し
て
は
、
手
話

が
で
き
る
よ
う
技
術
の
向
上
に
努
め
た
い
。

市
と
し
て
は
、
65
歳
以

上
の
方
な
ど
に
と
こ
ろ

バ
ス
の
特
別
乗
車
証
や

無
料
乗
車
証
?
を
発
行

し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
い
う
こ

と
で
、
外
出
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

福
祉
部
長　

外
出
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
と

し
て
コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽
部
事
業
、
地
域
サ

ロ
ン
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
お
達
者
倶
楽
部

事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
民

間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

に
つ
い
て
は
東
京
都
瑞

穂
町
や
町
田
市
へ
の
延

伸
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
国
、
東
京
都
、
埼
玉
県
、
所
沢
市
で

連
携
し
、
計
画
を
所
沢
に
持
っ
て
く
る
の
も
夢

で
は
な
い
と
思
う
。
所
沢
に
つ
な
が
れ
ば
、
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
か
な
り

の
も
の
に
な
る
と
思
う
。
改
め
て
仕
切
り
直
し

を
行
い
検
討
で
き
な
い
か
、
ま
た
こ
れ
ま
で
と

違
っ
た
形
で
動
け
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長　

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延

伸
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
機
運
の
高
ま
り
や
国

や
東
京
都
の
動
向
も
重
要
な
視
点
と
な
る
が
、

平
成
27
年
度
に
立
ち
上
が
る
交
通
政
策
室
に
て

改
め
て
議
論
し
て
み
た
い
。

財　政

市
税
の
収
納
率
向
上
に
つ
い
て

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

末吉美帆子
	 議員

道　路

北
野
下
富
線
全
線
開
通
を

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

岡田　静佳
	 議員

防　災

災
害
時
に
お
け
る

障
害
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

平井　明美
	 議員

福　祉

手
話
に
精
通
し
た
職
員
を

共　生

質 問 者

脇　　晴代
	 議員

福　祉

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

矢作いづみ
	 議員

交　通

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

延
伸
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

入沢　　豊
	 議員

? 満 65 歳以上の方、40 ～ 64 歳で要介護・要支援認定を受けている方を対象に、ところバスの運賃が 100 円になる特別乗車証を、障害者手帳等をお持ちの
方を対象に運賃が無料になる特別乗車証を配布しています。

▲北野下富線整備済区間（神米金付近）

▲多摩都市モノレール（東京都東大和市）
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当
市
で
は
、
が
ん
撲
滅
、

予
防
と
い
う
こ
と
で
、

検
診
の
受
診
率
向
上
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
大
も
と
の

教
育
に
行
き
当
た
る
の
だ
と
思
う
。
当
市
で
も

が
ん
教
育
に
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
か
。

学
校
教
育
部
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
が
ん
の

予
防
に
は
が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ぶ

こ
と
が
大
変
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
現
状
で
は
、

が
ん
に
特
化
し
た
独
自
の
教
育
を
実
施
す
る
こ

と
は
教
育
課
程
編
成
上
難
し
い
。
今
後
は
、
現

行
の
指
導
に
加
え
、
早
期
発
見
の
た
め
の
検
診

の
必
要
性
な
ど
、
発
展
さ
せ
た
内
容
の
指
導
に

つ
い
て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

保
育
園
給
食
に
お
い
て

は
、
一
歩
間
違
え
れ
ば

命
取
り
に
な
る
よ
う
な

ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も

も
増
え
て
い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
対
応
に
つ

い
て
、
専
門
の
調
理
員
が
い
て
そ
の
教
育
な
ど

も
含
め
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
人
員
の
配
置

に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

こ
れ
ま
で
も
認
可
保
育
園

や
家
庭
保
育
園
の
区
別
な
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食

の
対
応
も
含
め
、
市
主
催
の
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
必
要
な
研
修
や
講
座
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
制
度
の
も
と
、
市
と
施
設
の
連

携
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら

保
育
課
内
に
専
門
職
員
を
配
置
し
、
各
施
設
の

巡
回
を
行
う
な
ど
安
全
維
持
の
強
化
に
努
め
て

い
く
。

２
０
１
４
年
に
教
育
委

員
会
制
度
は
改
定
さ
れ
、

教
育
行
政
に
対
す
る
首

長
の
権
限
の
及
ぶ
範
囲

も
拡
大
さ
れ
た
が
、
教
科
書
採
択
に
対
す
る
教

育
委
員
会
の
姿
勢
は
従
来
と
変
わ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
委
員
長　

文
部
科
学
省
か
ら
の
通

知
に
お
い
て
教
科
書
採
択
、
個
別
の
教
職
員
人

事
等
は
、
特
に
政
治
的
中
立
性
の
要
請
が
高
い

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成
28
年
度
使
用
の
中

学
校
用
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
法
令
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
国
や
県

の
通
知
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
の
権
限
と
責

任
に
お
い
て
適
正
か
つ
公
正
に
採
択
し
て
い
く
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
方
々
が

市
民
体
育
館
や
、
場
合

に
よ
っ
て
は
早
稲
田
大

学
な
ど
を
利
用
し
、
宿

泊
し
な
が
ら
市
民
と
交
流
し
つ
つ
合
宿
や
調
整

を
行
う
ア
ス
リ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
を
、
所
沢
の
今

後
の
文
化
の
積
み
重
ね
の
第
一
歩
と
し
て
提
案

し
た
い
。

副
市
長　

若
者
を
育
て
て
い
く
と
い
っ
た
面
や

選
手
に
な
り
た
い
と
い
う
子
ど
も
が
増
え
る
な

ど
夢
の
あ
る
ご
提
案
だ
が
、
実
現
に
向
け
て
は

長
期
的
、
公
益
的
な
視
点
が
必
要
と
な
る
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
は
職
員
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
５
年
後
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
が

あ
れ
ば
ま
た
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

県
の
事
業
と
し
て
日
比

田
調
節
池
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
市

民
の
方
か
ら
も
、
遊
歩

道
な
ど
活
用
が
で
き
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
る
。

県
も
前
向
き
に
、
市
の
意
向
が
あ
れ
ば
協
議
す

る
と
の
こ
と
な
の
で
、
県
と
協
議
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

建
設
部
長　

日
比
田
調
節
池
は
現
在
工
事
中
で

あ
り
、
予
定
地
内
に
あ
る
市
道
の
つ
け
か
え
工

事
も
こ
れ
か
ら
で
、
ま
だ
全
体
像
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
地
元
の
方
の
意
向
が
あ
れ
ば
、
河
川
管
理

上
支
障
の
出
な
い
範
囲
で
の
占
用
許
可
を
出
す

こ
と
や
、
管
理
用
道
路
を
遊
歩
道
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
は
可
能
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
地
元

の
皆
様
が
全
体
像
や
利
用
の
可
能
性
を
あ
る
程

度
確
認
で
き
る
段
階
で
、
改
め
て
地
元
の
ご
意

見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

昨
年
の
法
改
正
で
特
例

市
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

当
市
は
４
月
か
ら
一
般

市
と
な
る
?
。
県
内
の

人
口
30
万
人
以
上
の
政
令
市
以
外
の
市
は
４
市

あ
る
が
、
当
市
以
外
は
中
核
市
で
あ
っ
た
り
、

中
核
市
に
向
け
て
動
い
て
い
る
。
ま
た
保
健
所

の
設
置
が
中
核
市
の
条
件
で
あ
る
が
、
当
市
に

は
保
健
所
発
祥
の
地
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

市
長　

保
健
所
の
守
備
範
囲
は
市
単
位
よ
り
も

う
少
し
広
域
的
で
あ
る
べ
き
で
、
国
や
県
も
含

め
た
全
体
の
財
政
に
負
荷
を
与
え
る
面
も
あ
る
。

こ
の
こ
と
も
含
め
、
中
核
市
の
利
点
・
欠
点
を

見
定
め
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
と
考
え
る
が
、

今
ま
で
の
経
緯
や
他
市
、
国
、
県
な
ど
の
状
況

か
ら
、
こ
こ
ぞ
と
判
断
し
た
場
合
は
議
員
指
摘

の
方
向
へ
か
じ
を
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

教　育

が
ん
教
育
へ
の取

り
組
み
に
つ
い
て

公明党

質 問 者

亀山　恭子
	 議員

こども

保
育
園
給
食
に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

小林　澄子
	 議員

教　育

教
科
書
採
択
に
向
け
て

日本共産党

質 問 者

荒川　　広
	 議員

交　通

所
沢
に
ア
ス
リ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
を

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

石井　　弘
	 議員

街づくり

日
比
田
調
節
池
を
憩
い
の
場
に

日本共産党

質 問 者

城下　師子
	 議員

行　政

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

浜野　好明
	 議員

? 平成 26 年に地方自治法の一部改正が行われ、特例市制度が廃止されるとともに、中核市の指定要件が「人口２０万人以上の市」に変更されました。（平成
27 年 4 月 1 日から施行）

▲所沢保健所の前身である農村保健館跡の
碑（所沢駅東口付近）
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

て
い
る
新
所
沢
駅
東
口

に
対
し
西
口
は
未
整
備

で
あ
る
が
、
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
障
害
者
や
車
椅
子

の
方
は
タ
ク
シ
ー
利
用
の
際
に
大
変
な
思
い
を

強
い
ら
れ
て
い
る
が
見
解
は
。

建
設
部
長　

駅
西
口
で
は
駅
前
広
場
全
体
を
改

修
す
る
計
画
が
あ
る
た
め
、
改
修
の
際
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
整
備
を
進
め
る
。
ま
た

未
整
備
の
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
、
所
沢
市
管

理
の
も
の
の
ほ
か
、
鉄
道
事
業
者
の
管
理
地
も

多
く
あ
る
の
で
、
快
適
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
鉄
道
事

業
者
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

妊
婦
の
方
が
風
し
ん
に

か
か
る
と
子
ど
も
へ
の

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

発
生
の
可
能
性
が
あ
る

が
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
が
病
気
に
な
る
の
は

自
分
が
病
気
に
な
る
よ
り
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

今
後
の
大
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
普
及
啓
発
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

健
康
推
進
部
長　

母
子
健
康
手
帳
交
付
の
際
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
向
け
の
風
し
ん
予
防
接
種
の
チ
ラ

シ
を
同
封
し
、
身
近
な
方
に
風
し
ん
や
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

在
宅
医
療
?
を
行
う
医

師
が
減
る
中
、
往
診
と

並
行
し
て
、
在
宅
支
援

を
行
う
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る
。
市
内
の
24
時
間
対

応
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
割
合
と
、
ま

た
そ
の
数
は
当
市
と
し
て
足
り
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

健
康
推
進
部
長　

本
年
３
月
11
日
時
点
で
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
14
カ
所
あ
り
、
そ
の
う

ち
11
カ
所
で
24
時
間
の
電
話
対
応
、
緊
急
時
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
昨
年
２
月
か
ら
３

月
に
実
施
さ
れ
た
調
査
の
中
で
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
対
象
と
し
た
調
査
項
目
で
、
不
足
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
に
訪
問
看
護
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
需
要
が
増
し
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
く
。

各
出
先
機
関
等
で
行
わ

れ
て
い
る
防
災
訓
練
の

こ
と
を
本
庁
で
把
握
し

て
い
な
い
こ
と
が
あ
る

か
と
思
う
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
連
絡
、
報

告
は
大
事
で
あ
る
。
出
先
機
関
と
庁
内
担
当
課

の
緊
急
連
絡
体
制
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

危
機
管
理
監　

災
害
時
の
情
報
収
集
に
つ
い
て

災
害
対
策
本
部
要
綱
に
明
記
し
、
所
沢
市
職
員

災
害
体
制
カ
ー
ド
を
作
成
、
配
布
す
る
な
ど
体

制
を
整
え
て
い
る
が
、
今
後
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
や
、
災
害
対
応
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
に
所
管
課

へ
の
報
告
を
加
え
る
な
ど
さ
ら
に
実
効
性
の
高

い
体
制
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

福
井
県
大
野
市
な
ど
で

は
、
自
転
車
の
走
行
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て
、

公
共
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
貸
し
出
し
用
の
空
気
入
れ

を
備
え
付
け
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
当
市
で

も
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

市
民
部
長　

議
員
の
ご
提
案
は
市
民
の
自
転
車

の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
公
共
施
設
に
つ
い
て
可
能

か
ど
う
か
、
関
係
部
署
、
関
係
団
体
等
と
協
議

す
る
な
ど
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

? 在宅医療…通院できない高齢者の方や障害を持つ患者のために、医師や看護師が患者家に出向いて治療を行うことをいいます。住み慣れた家で療養すること
を望まれる方にとっては、在宅医療は適した治療といえます。

街づくり

新
所
沢
駅
西
口
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

近藤　哲男
	 議員

医　療

大
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

普
及
啓
発
に
つ
い
て

至誠クラブ

質 問 者

中村　　太
	 議員

医　療

訪
問
看
護
の
現
状
に
つ
い
て

防　災

災
害
時
の
連
絡
体
制
に
つ
い
て

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

石本　亮三
	 議員

公明党

質 問 者

村上　　浩
	 議員

行　政

自
転
車
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

至誠クラブ

質 問 者

荻野　泰男
	 議員

◆
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て

今
年
２
月
に
実
施
さ
れ
た
防
音
校
舎

の
除
湿
工
事
（
冷
房
工
事
）
の
計
画

的
な
実
施
に
関
す
る
住
民
投
票
の
結

果
は
、
設
置
に
賛
成
が
５
万
６
，
９

２
１
票
で
、
反
対
の
３
万
47
票
を
上

回
り
ま
し
た
。

「
４
月
上
旬
ま
で
に
判
断
」

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、

14
名
の
議
員
か
ら
住
民
投
票
関
連
の

質
問
が
あ
り
、
藤
本
市
長
か
ら
「
遅

く
と
も
４
月
上
旬
ま
で
に
住
民
投
票

の
結
果
に
対
す
る
判
断
を
示
し
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
前
向
き
に
検
討
」

　

３
月
26
日
本
会
議
最
終
日
、
市
長

は
「
前
向
き
に
検
討
を
進
め
て
い

る
」
と
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

「
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
」

　

４
月
２
日
、
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、

市
長
は
「
防
衛
省
が
定
め
る
第
１
種

区
域
に
あ
る
狭
山
ケ
丘
中
学
校
及
び

北
中
小
学
校
に
つ
い
て
、
防
衛
省
の

補
助
金
を
活
用
し
、
除
湿
工
事
を
行

う
こ
と
と
す
る
」
と
い
う
市
の
対
応

を
公
表
し
ま
し
た
。

▲自転車用空気入れ
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政
策
討
論
会
は
、
市
長
等
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
に
か
ぎ
ら
ず
、
特
定
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
各
議
員
が
活
発
に
意
見
等
の
交
換

を
行
い
、
共
通
認
識
を
醸
成
す
る
た
め
に
開
催

す
る
も
の
で
す
。

　

所
沢
市
議
会
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
開
催
し
、

今
年
度
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
２
月
７
日
（
土
曜
）
午
後
２
時
か
ら
、

市
役
所
３
階
全
員
協
議
会
室
に
て
、
第
４
回
政

策
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
員
９
人
に
よ
り
、
人
口
減
少
社
会
に
つ
い

て
、
所
沢
市
が
抱
え
る
問
題
や
政
策
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
提
案
な
ど
熱
い
討
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

63
人
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
後
半
に

は
会
場
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
票
の

質
問
や
提
案
に
議
員
が
答
え
る
時
間
も
あ
り
ま

し
た
。 第

４
回　
政
策
討
論
会

政 策 討 論 会
人口減少社会

～ 2025 年の所沢は～

４
部
構
成
で
進
行
し
、
第
１
部
は
所
沢
市

の
人
口
予
測
や
近
隣
市
の
今
後
の
人
口

推
移
、
人
口
減
少
社
会
の
問
題
点
に
つ
い
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
人
口
減
少
は
問

題
な
の
か
、
メ
ン
バ
ー
が
持
論
を
展
開
し
ま
し

た
。
第
２
部
、
３
部
で
は
人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
、
所
沢
市
の
取
り
組
み
の
紹
介
、
人
口
を

増
や
す
た
め
、
少
子
化
対
策
の
た
め
に
、
所
沢

市
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
か
、

そ
の
効
果
は
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。
休
憩
時
間
中
に
、
会
場
か
ら

こ
れ
ま
で
の
議
論
に
つ
い
て
、
質
問
や
意
見
、

提
案
を
質
問
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
回
収

し
、
第
４
部
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
お
よ
び
回

収
し
た
質
問
票
を
受
け
て
、
今
後
、
所
沢
市
政

は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
進
め
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
所
沢
市
議
会
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
く
べ
き
か
、
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
ま
し
た
。

・
根
本
的
な
問
題
を
解
決
し
な
い
こ
と
に
は
子

　

ど
も
が
増
加
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

・
財
政
運
営
が
消
極
的
す
ぎ
な
い
か

・
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
面
が
不
十
分

・
市
と
企
業
と
の
協
力
、
連
携
は
重
要

・
市
は
全
体
的
に
Ｐ
Ｒ
・
広
報
不
足

座  

長	
安
田　

義
広 

副
座
長	
矢
作　

い
づ
み

	

赤
川　

洋
二　

松
崎　

智
也

	

植
竹　

成
年　

松
本　

明
信

	

亀
山　

恭
子　

石
井　

弘
	

桑
畠　

健
也

お
も
な
意
見

政
策
討
論
会
出
席
議
員

所沢市議会は、議会基本条例をはじめ、議会報告会や政策討論会の開催など、議員
自らが積極的な議会改革に取り組んでいます。視察の応対については、毎回、議員
が数名で行っており、議員同士、きたんのない活発な意見交換を行っています。

平成26年度は、全国30市町議会が視察に来られました。
視察内容は、議会改革全般、議会改革評価、議会報告会、政策討論会、公聴会、SNS、
一問一答方式、専門的知見の活用、議会だよりの編集と発行、政治倫理条例、自由討
議など。視察風景は、市議会Facebookでご覧いただけます。



平成 27 年（2015 年） 5 月13 日 ところざわ市議会だより

15

議会報告会でいただいた、ご意見・ご要望と回答（概要）
　昨年開催した議会報告会において、参加者からいただいた議会および市政に関するご意見・ご要望と回答です。
誌面の都合で一部の掲載を省略、要約しています。全容は、ホームページに掲載しています。

おそらく緊張関係という部分は、かなり高まると思うが、否決が多ければいい議会かというとそうでは
ない。やはり大事なのは、議会の中でどう議論の中身、質を高めていくかということで、このことは今
回のケースを通じて、学んだことだと思う。

国民健康保険税条例の改正について、この議案を否決したことについて感想を伺いたい。
参加者

議　員

ほうかごところが、どれだけ需要があるのか。児童クラブを利用している保護者の意見は全く
汲み取ってもらえず、市が強行的に進めていくことに賛成しているということに、市民の意見
があるのか。参加者

教育福祉常任委員会では、実態を把握しながら検証する必要があるのではないかということで現地視察
を行った。また、こども未来部（青少年課）への質疑の結果、市としてはモデル事業のため市直営で運営
していきたいので見守ってほしいということを受け、判断したものである。

いつになったら、所沢市は小中学校にエアコンが設置されるのか。

エアコン設置の予算が市から提案されていないのが現状である。議会としては、上がってきた予算に対
して修正することはできるが、予算編成する権利はないため、予算が上がってこない限り、議会として
の権限がない。

参加者

議　員

所沢市の場合、政務活動費の領収書は１円以上から添付されているのか。

１円から領収書の添付をしている。また、議会事務局でも使途基準にあった支出であるか確認をしている。

参加者

議　員

ところざわ市議会だよりを全戸配布にしたらどうか。

広聴広報委員会で議題に挙がってはいるが、予算を伴うということで、具体化には進んでいない状況で
あるが、実現に向けて引き続き協議していく。

参加者

議　員

議会報告会や各委員会について、手話通訳を依頼する場合、議会事務局で全て手続きしてくれ
るのか。それとも個人で依頼するのか。

参加者

手話通訳の依頼については、遅くとも３日前までに議会事務局にお伝えいただければ手配が可能となっ
ている。

議　員

期末手当に関して、人事院勧告で市の職員は上がるが、議員よりはまだ低い。議員も職員に合
わせたらどうか。参加者

職員の給与と議員の報酬の性質が違うという議論が元々あり、職員が人事院勧告に基づいて給与等が上
がったとしても、議員の報酬は関係ないという構造である。

議　員

議　員
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編集後記
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末
吉 

美
帆
子
　

副
委
員
長 

杉
田 

忠
彦

委
　
　
員 

脇 

晴
代

 

矢
作 

い
づ
み

 

入
沢 

豊

 

青
木 

利
幸

 

石
本 

亮
三

 

西
沢 

一
郎

 

荻
野 

泰
男

 

福
原 

浩
昭
　

 

浅
野 

美
恵
子(

議
長
）

 

中 

毅
志
（
副
議
長
）

連
絡
先 

議
会
事
務
局
調
査
担
当

 

（
TEL 

２
９
９
８–
９
２
５
６
）

 

（
FAX 

２
９
９
８–
９
２
２
２
）

　
２
月
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
の
結

果
、
狭
山
ケ
丘
中
学
校
（
Ｈ
28
年
度

〜
）・
北
中
小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
へ
、
市
民
の
力
が
市
政
を
大
き

く
動
か
し
ま
し
た
。

　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
が
み
な
さ
ま

の
お
宅
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
市
議
会

も
一
新
し
５
月
19
日
の
臨
時
会
よ

り
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

 

み
な
さ
ま
の
声
が
届
く
市
議
会
と

な
る
よ
う
、
広
聴
・
広
報
活
動
、
議

会
改
革
に
も
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
矢
）

５
月
27
日
︵
水
曜
︶

　午
後
７
時
〜
９
時
予
定

　所
沢
市
役
所
３
階

　全
員
協
議
会
室

５
月
30
日
︵
土
曜
︶

　午
後
２
時
〜
４
時
予
定

　生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
�
学
習
室
３
０
１

申
し
込
み
不
要
︒
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
︒

ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
︒

※

両
日
共
︑
手
話
通
訳
を
実
施
い
た
し
ま
す
︒

※

託
児
あ
り
︵
各
日
１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
︒

　問
合
せ
は
議
会
事
務
局
へ
︶

議
会
報
告
会

市議会ココ3か月

１月 14日 議会運営委員会
 15日 広聴広報委員会
 20日 総務常任委員会
２月 ３日 議会運営委員会
 7日 政策討論会
 16日 議会運営委員会
  広聴広報委員会
 
2月23日～3月26日
  第１回定例会

閉会中の議会活動

●特定事件　情報公開と市民参加について（広報・協働・市民
参加）の「期日前投票所での受付等の課題と今後の対応につい
て」を審査しました。

※委員会の会議録は、
市議会ホームページの
「委員会の活動」でご
覧になれます。総務常任委員会


